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２０25年度 特定非営利活動法人地域福祉サポートちた事業報告 

１．事業実施の概略

特定非営利活動法人地域福祉サポートちたは、地域福祉の質の向上を図り、福祉の増進と

社会全体の発展に寄与するため、福祉の心と市民意識を持つ人材を養成するとともに、主に福

祉に関する市民活動を支援する事業を行った。中長期ビジョン「0歳から100歳の地域包括ケア

の実現」に向け、活発な市民活動を基盤に、専門機関と連携した地域のセーフティネットを整え、

高齢者はもとより、生活に困難を抱えるあらゆる世代の社会的弱者を包摂する、地域包括ケアの

まちづくりを進めることを目標に立て、今年度は、大規模災害に備えた取り組みを柱として、日本

語がわからない外国人と災害時の窓口となる行政・社協・国際交流協会等、また介護施設と地

域コミュニティ、在宅医療介護連携推進事業における取組の確認など、多文化・多様な主体・部

署や地域を超えて必要になる“横断的な視点”についての取組を行った結果、平時からの腹を

割って、顔の見える関係づくりを啓発することができた。 

具体的には、本法人の定款第５条 第１号として、介護職員初任者研修通信課程（名古屋・新

城・美浜）、喀痰吸引等第３号研修、強度行動障害支援者養成研修基礎・実践課程の福祉資格

を取得する人材育成、及び、高校生のキャリア支援を推進する協議会とともに介拓ルーキーライ

センス事業を行った。また、住民の生活を支える地域福祉を理解するために、自治体職員や民

生委員、さらに参加・参画を促すNPO協働型日本福祉大学サービスラーニングを通じて教員・学

生・NPOとの人材育成研修を実施した。定款第５条 第２号として、知多市市民活動センター管

理・相談・協働を促す大交流会の開催、企業助成によるベティ基金の運用、手づくりカフェAda-

codaを活用した地域人材発掘や運用、そして知多市まちづくり担い手育成などの市民活動支援

事業を実施した。定款第５条 第３号として、リーフレット・会報の発行やホームページなどのSNS

運用、会員交流やNPOと行政との意見交換会を実施した。定款第５条 第４号として、大学・社協

などが行う研究会や講座への講師派遣、また行政審議会や助成審査会等へ参加した。定款第

５条 第５号として、日本福祉大学知多半島総合研究所 地域包括ケア部会による 包括的支援

体制・重層的支援体制整備事業に関する研究会、また日本福祉大学看護実践研究センターに

よる在宅医療介護連携推進に関する多職種研修を考える研究会の事務局を担った。 



２．事業の実施に関する事項

総合計 28,147,511 円

10,317,159 円

事業内容
開催
時期

開催地
・会場等

受益対象者
従事予
定者

8,232,244 円

①
カリキュラム130時間（講義と演習を一体的に実施）＋
筆記試験による修了評価を行う。

年間
3回

愛知県内
学生32人
一般5人

3,892,600 円

② 新城市内介護事業所のインターンシップ受入の調整
年間
1回

新城市内 高校生19人 81,510 円

③
障害支援施設職員等を対象に、障害特性の理解と適
切な対応を学び、研修課程習得を目指した講義・演
習の実施

年間
3回

知多市 一般94人 2,068,000 円

④
障害支援施設の指導者的立場にある職員を対象に、
支援計画や手順書の作成を習得するための講義・演
習の実施

年間
2回

知多市 一般60人 1,401,120 円

⑤
介護職員が特定の者に対する施設や居宅において、た
んの吸引や経管栄養を行うための研修課程の実施

年間
随時

愛知県内
介護職員
39人

497,200 円

⑥
重度の肢体不自由者に対する、排泄、食事等の介護や
外出時の移動に関する知識及び技術の習得を目指した
講義・演習の実施

年間
1回

愛知県内 一般10人 270,914 円

⑦ 福祉資格講座修了証再交付
年間
随時

当法人事務
所

介護職員
19人

20,900 円

(2)　NPO人材育成事業 2,084,915 円

①
・学生に自発的な体験学習を提供するための現場調整
・3/11 受入団体と教員との交流会の開催

事業
契約
期間

日本福祉大
学美浜

学生64人
NPO21団体

役職員
等3名

543,520 円

②
8/6、7　(一社)アスバシ主催マイチャレンジ・インターンシッ
プの受入れ

年間
1回

当法人事務
所

高校生1人
役職員
等2名

0 円

③ 5/1 NPO基礎講座「接遇の基礎」・現場めぐり
年間
1回

知多半島内 NPO5人
役職員
等2名

26,900 円

④ 11/21知多市入庁2年目職員対象「協働のまちづくり」
年間
1回

知多市内 行政12人
役職員
等2名

139,425 円

⑤
①9/17知多市東部民生委員研修(15人)
②11/18一宮市市民活動支援センター(13人)
③11/3日福大学院フィールドワーク(9人)

年間
3回

知多半島内
一般 　NPO
大学院生・教
員　37人

役職員
等3名

267,488 円

⑥
介護サービス相談員を対象としたスキルアップ研修の開催
①11/28(9人)、②2/20(5人)

年間
2回

みよし市市民
活動センター

NPO
延べ14人

役職員
等1名

110,000 円

⑦
①オンライン動画の作成（再生件数1127回）
②2/1避難所運営講座・模擬避難所運営訓練

事業
契約
期間

知多市勤労
文化会館

行政　社協
国際交流協会
NPO　83人

役職員
等3名

997,582 円

16,974,564 円

事業内容
開催
時期

開催地
・会場等

受益対象者
従事予
定者

3,669,450 円

①
ワンデイシェフシステムのサロン運営・コーディネイト
売上181日、来店者数3,703人、登録40人(18団体)

事業
期間

知多市市民
活動センター

拠点会員
一般

役職員
等4名

3,366,450 円

②

①10/20コーヒー淹れ方講座(9人)
②11/14かんたん！料理教室(10人)
③11/28シェフ体験会(6人)
④12/12ワンデイシェフオープン(6人)

年間
4回

知多市市民
活動センター

一般
延べ31人

役職員
等3名

80,000 円

③
①4/23審査会(3団体助成)、8/21審査会(4団体助
成)、12/22審査会(4団体助成)
②11/29交流会(7団体11人)

事業
期間

①知多市市民
活動センター
②ﾍﾞﾃｨさんの家

一般  NPO
役職員
等2名

223,000 円

④ 組織運営において事務支援・ＩＴ支援を行う
実施
なし

役職員
等2名

0 円

修了証再交付

役職員
等3名

手づくりカフェ
Ada-coda

キリン地域のちから
応援事業

ベティ基金事務局

事務支援

(1)　市民活動事務局支援事業　

日本福祉大学
NPO協働型
ｻｰﾋﾞｽﾗｰﾆﾝｸﾞ

インターンシップ

マネジメントセミナー

行政職員研修

NPO現場めぐり研修

みよし市介護サービス
相談員研修

事業規模

災害時外国人支援活
動講座開催業務

Ⅱ市民活動支援事業

事業項目／事業名

喀痰吸引等研修(第３
号研修)

重度訪問介護従業者
養成研修

収入額

Ⅰ人材育成・研修事業

事業項目／事業名 事業規模

(1)　福祉資格講座

介護職員初任者研修
(通信)

介拓奨学生プログラ
ム・ルーキーライセンス

強度行動障害支援者
養成研修(基礎課程)

強度行動障害支援者
養成研修(実践課程)

［特定非営利活動事業］
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13,305,114 円

①
開館日数345日、相談447件、手続895件、
場の提供1,007件利用9,727人、情報交流の機会
①4/19(28人)②11/22(21人)③1/18大交流会(97人)

事業
契約
期間

知多市市民
活動センター

一般　NPO
役職員
等10名

11,177,800 円

② 市民活動センター清掃、器具・資材の補充
年間
252
回

知多市市民
活動センター

一般　NPO
役職員
等5名

1,045,000 円

③ 市民活動センター夜間利用時の管理業務
年間
80回

知多市市民
活動センター

一般　NPO
役職員
等5名

324,500 円

④ 10/24 市民活動センターまつりの実施
事業
契約
期間

知多市市民
活動センター

一般　NPO
延べ1600人

役職員
等4名

271,614 円

⑤
知多市内コミュニティ役員を対象とした協働促進研修
①2/21(34人)、②3/7(37人)

事業
契約
期間

知多市内
コミュニティ役
員　NPO
延べ71人

役職員
等2名

486,200 円

5,000 円

事業内容
開催
時期

開催地
・会場等

受益対象者
従事予
定者

0 円

①
ホームページを通じて、NPOやまちづくりに有益な情報を
提供する

通年
当法人事務
所

役職員
等4名

0 円

② 会報を通じて、NPOやまちづくりに有益な情報を提供する
年間
4回

当法人事務
所

役職員
等2名

0 円

(2)　情報交流事業　　 5,000 円

① 5/27会員相互の懇親を図り、情報交換の機会
年間
1回

知多市市民
活動センター

会員30人
役職員
等6名

5,000 円

②
会員団体代表者等による、先進的な地域福祉を学ぶ
研修

実施
なし

役職員
等0名

0 円

③
5/27 講演会「新たなまちづくりの扉を考える」〜先達が
育んだ「まちづくり型福祉」を発展させるNPOの役割とは
〜

年間
1回

知多市市民
活動センター

5市5町行政
NPO42人

役職員
等6名

0 円

④
・県内中間支援有志による企画運営会議への出席
・10/24 支援センターの支援の在り方を意見交換

通年
あいちNPO交
流プラザ、他

NPO　行政
役職員
等1名

0 円

⑤
他市町のセンターと連携し、情報交換やのデザインを学ぶ
研修を行う

実施
なし

役職員
等0人

0 円

302,868 円

事業内容
開催
時期

開催地
・会場等

受益対象者
従事予
定者

302,868 円

①
大学、市民団体や行政・企業などが行うNPOやまちづくり
講座等に講師を派遣する

通年 当該地会場
大学　行政
NPO　企業等

役職員
等2名

302,868 円

0 円

①
住民が主体となり地域が協働して行うまちづくり活動推進
のための相談やコーディネートを行う

通年 愛知県内
大学　行政
NPO等

役職員
等2名

0 円

547,920 円

事業内容
開催
時期

開催地
・会場等

受益対象者
従事予
定者

547,920 円

①
包括・重層的支援体制整備事業に関する研究会
①9/1、②12/23、③3/4

年間
3回

日本福祉大
学東海C他

大学　行政
NPO等
延べ128人

役職員
等1名

348,920 円

②
在宅医療・介護連携推進のための多職種研修を考える
①12/3、②3/24

年間
2回

知多市市民
活動センター
他

大学　行政
NPO等
延べ39人

役職員
等1名

199,000 円

日本福祉大学地域ケ
ア研修推進センター

日本福祉大学多職種
連携ワークショップ

まちづくり相談事業

Ⅴ調査・研究・提言事業

事業項目／事業名

Ⅳ啓発・相談事業

会員交流

会員リーダー研修

NPOと行政の意見交
換会

愛知県内ＮＰＯ支援
センター情報交流会

センター職員研修事業

市民活動センター清掃
事業

市民活動センター夜間
管理事業

市民活動支援事業

事業規模

(1)　情報提供事業　　　

ホームページ
大学　行政
企業　NPO等

会報発行

事業項目／事業名

事業規模

(1)　NPO・まちづくり研究調査提言事業

事業項目／事業名 事業規模

(1)　講師派遣 各種審議会・審査会・委員会等参画

NPO・まちづくり講師派
遣

(2)　NPO・まちづくり相談事業

Ⅲ情報交流促進事業

市民活動センター相
談・支援事業

(2)　知多市市民活動センター事業(受託契約事業)

地域担い手育成事業

3
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事業内容（抜粋） 

Ⅰ 人材育成・研修事業 

Ⅰ-（１）福祉人材育成 

①介護職員初任者研修（通信課程） ※愛知県指定研修事業 実施形態 ①②委託事業（民間） ③自主事業 

目的：安心と豊かさを実現できる在宅サービス、地域福祉を担うヘルパー育成を目指し、介護に携わる者が業務を遂行する上

で必要な知識と技術を習得すると同時に、その実践の根拠となる考え方を学ぶ。 

事業内容 130時間＋筆記試験による修了評価（1時間程度）講義と演習を一体的に実施 

 日程 場所 演習・実習先 人数 
① 7/5～8/19 日本福祉大学名古屋キャンパス 

知多市市民活動センター 会議室 

ほわわ名古屋星ヶ丘 

特別養護老人ホーム Forest Terrace 

高校生17人 

② 7/14～12/7 黄柳野高等学校 （社福）新城福祉会、（社福）鳳寿会、（社福）和敬

会、（社福）一誠福祉会、新城市社会福祉協議会 

高校生11人 

③ 12/1～3/23 日本福祉大学美浜キャンパス 知多地域障害者生活支援センターらいふ、（N）ゆめ

じろう、デイサービスセンター第二瑞光の里、特養ホ

ーム瑞光の里、ヘルパーステーションずいこう 

大学生4人 

一般5人 

   合計 37人 

 

②介拓奨学生プログラム・ルーキーライセンス 実施形態 委託事業（民間） 

目的：介拓ルーキーライセンスは、介護職員初任者研修を受講する前に、働く上で必要となるコミュニケーションやキャリア形

成、介護福祉の基盤となる知識について学ぶことで、実際の介護福祉現場でインターンシップを行い、介護業界の面白さ

や、自分の力・課題を発見する機会。 

日程 インターンシップ受入事業所 内容 人数 
5/17-6/29 黄柳野高等学校、（社福）新城福祉会、

（社福）鳳寿会 

黄柳野高校生が新城市内の介護事業所でインターン

シップを行う受入の調整 

19人 

  合計 19人 

［高校生介拓アワード2025］ 主催：（公財）あいちコミュニティ財団 

日程：3/15 

場所：日本福祉大学東海キャンパス会場 

介護や福祉の現場でアルバイトとして働きながら、キャリアを切り拓く「介拓奨学生プログラム」に参加した高校生が奨学

金獲得を目指して、これまでの学びや経験を発表する場 

参加者：高校生、教育関係者、一般、介拓プログラム推進協議会✻ 74名 

✻介拓プログラム推進協議会構成員：（社福）むそう、日本福祉大学、（一社）アスバシ、（Ｎ）地域福祉サポートちた、 

（N）ゆめはーと、（N）外国人就労支援センター、（社福）tomoniplus 

［介拓奨学生プログラム運営者会議］ 

日程：月1回 4/21、5/12、6/16、7/14、8/25、9/24、10/22、11/17、12/15、1/19、2/16、3/11 

［担当者のふりかえり］ 

ヘルパー2級講座の時代より、日本福祉大学において、約25年間にわたりヘルパー育成講座を開催してきたが、キャリア開発講

座の受講学生の減少に伴い、今回の初任者研修が最後の開催となった。長年にわたり研修に携わっていただいたNPO現場の講

師の皆様、実習事業所の皆様に心より感謝申し上げます。 

今年度は、（一財）白寿会より高齢者福祉に関する従事者養成への助成をいただき、初任者研修での3講座で活用することで、申

込者が少ない講座についても開講を担保することができた。 

また、2013年より開始した喀痰吸引研修については、基本研修を一定数受講した事業所が増え、不特定の利用者に支援できる

第1号・第2号研修へ移行する事業所も見られるようになった。そのため、今年度は基本研修（座学）は開催せず、実地研修のみを

実施した。今後は、事業所が求める支援者像や研修ニーズを把握し、地域の実情に即した研修の再構築を検討したい。（山森） 
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Ⅰ-（2）NPO人材育成事業 

①日本福祉大学NPO協働型サービスラーニング 実施形態 委託事業（民間） 

目的：1980年代にアメリカで始まった教育活動「サービスラーニング」は、社会活動を通して市民性をはぐくむ教育として、日本

福祉大学では2009年4月から取り組み始め、学生が知多地域NPOでの活動の経験を授業内容に連結させ、将来、一人の

市民として地域の問題解決に取り組む力を身につけられることを目指す。 

事業内容： 

・サービスラーニング受入れに関する調整及びコーディネート（21団体、学生6４人） 

・サービスラーニング受入れNPO団体交流会の開催 

目的：サービスラーニングの目的の確認と、担当教員と団体間の懇親の場 

内容：「市民性を筋トレしよう！」～ﾃﾞﾓｸﾗｼｰ･ﾌｨｯﾄﾈｽから学ぶSLのこれからの実践～ 

講師：藤田さなえ氏 ((N)DemocracyfestivalJapan） 

日程：3/11 

場所：日本福祉大学東海キャンパス  

参加人数：19人（NPO11人、教員6人、事務局2人） 

 
［担当者のふりかえり］ 

受け入れ団体の利用者とのかかわりを通して、NPO が取り組んでいる社会課題を捉え、学生ならではの視点で目線での企画や

活動に取り組み、学びを得ていた。受け入れ団体からは、「複数の企画提案や子ども目線を踏まえた準備など、意欲的な姿勢

が感じられた」「学生の成長を見守りながら、利用者の笑顔も見ることができ、良い機会となっている」という振り返りがあった。 

また、意見交換会では、受け入れ団体とともにデンマーク発祥の対話トレーニング「デモクラシー・フィットネス」を学んだ。普段は

なかなか交流する機会のない団体同士が、実践型のペアワークを通して学び合う機会となり、参加者にとっても新鮮な場となっ

た。（山森） 

 

③NPOマネジメントセミナー 実施形態 自主事業 

目的：地域の暮らしを支えるNPO活動の継続を目指すため、組織づくりや業務に活かせるマネジメントスキルや知識を学ぶ。 

日程 場所 事業内容 人数 
5/1 午前 知多市市民活動センター 

会議室１ 

ビジネスマナー講座 「接遇の基礎を学ぶ」 

講師：サポートちた 市野恵 

5人 

5/1 午後 地域たすけあいセンター絆 

地域支え合いセンターゆいの会 

NPO現場めぐりツアー 

講師：（認N）絆 代表理事 山﨑紀恵子さん 

講師：（認N）ゆいの会 代表理事 下村一美さん 

4人 

 
［担当者のふりかえり］ 

今春から新たに NPO で働く新入社員を対象に、ビジネスマナー研修を実施した。

挨拶や言葉遣い、メール対応といった基本的なマナーが身についていることは、

相手に信頼感を与えるだけでなく、自分自身の自信にもつながる。マナーは形式

的なものではなく、団体として大切にしている想いや活動の意義を、より確実に相

手へ届けるための土台であることを改めて確認する機会となった。 

ビジネスマナー講座の後には、NPO の現場を巡るツアーを実施した。地域の中で

各団体がどのように関わり、どのような役割を果たしているのかを実際に見ること

で、活動の背景を理解する貴重な機会となった。また、現場スタッフから直接話を

聞くことで、日々の課題や支援に込められた想いに触れ、それを自団体の活動に

置き換えて考えるきっかけにもつながった。こうした体験は、日々の仕事への姿勢

を見直すための重要なプロセスとなったのではないか。（安藤） 

報告会（美浜ｷｬﾝﾊﾟｽにて） 

マナー講座 「接遇の基礎を学ぶ」 
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④知多市職員研修 実施形態 委託事業（知多市） 

目的：入庁２年目の職員を対象に、豊かな市民活動を求めて活動する NPO の目線とその成果を理解し、市民とともに協働の

まちづくりに取り組む、行政の役割を学ぶ。 

日程・場所 事業内容・視察先 人数 

11/21 

知多市市民

活動センター 

【講義】 

「NPOの基礎知識と知多地域の特性（社会背景）」 サポートちた 安藤千栄子 

「市民活動センターの役割」 市民協働課 鈴木友梨さん 

「地域と学校の協働のしくみづくり」 地域学校協働本部 ちたっ子統括コーディネーター 澤田広彰さん 

「権利擁護のまちづくり、設立経緯、事業内容」 （N）知多地域権利擁護支援センター 今井友乃さん 

【視察】 

「コミュニティ主体のまちづくりの実践とその成果と課題」 南粕谷ハウス 石井久子さん、今井秀明さ

ん、江端勝則さん 

「ちょこっとサポート事業、設立経緯、事業内容」 （認Ｎ）ゆいの会 下村一美さん 

【グループワーク、総括】 

12人 

［担当者のふりかえり］ 

研修にあたり「事前アンケート」を実施したところ、「行政としてNPOの役に立つにはどうすればよ

いのか？」といった実務的な疑問が寄せられた。NPO側からは「団体や市民が対話できる場を行

政には設けてほしい」という声があった。課題が生じたとき、行政と市民・団体が一緒に考えられる

ような関係づくりを求めた。行政が呼びかけることで市民の参加が促される場面もあることから、協

働のきっかけづくりへの期待も示された。先ずは、行政職員には現場に足を運び、地域や自分達

の活動を知って欲しいという要望も寄せられた。（安藤） 

 

⑤NPO現場めぐり研修 実施形態 委託事業（民間） 

目的：地域で活動するNPOに役立つ知識や制度など研修を通して学ぶ。また「NPO現場めぐり研修」として、活動の実践現場

へ訪問し、直接見聞きすることで、その活動をより理解する。 

日程 委託者 事業内容 人数 

9/17 東部地区民生・

児童委員 

東部地区民生委員児童委員協議会研修「NPO現場めぐり」 

①ささえあいセンター絆：(認N)絆 山﨑紀恵子さん 

②大池健康交流の家：大池ぬくもりの会 香田和子さん 

昼食：愛光園ひかりのさとファーム 

17人 

11/2 日本福祉大学

大学院国際社

会開発研究科 

ブリーフィング 場所：日本福祉大学東海キャンパス 教員2人 

院生7人 11/3 大学院学生・教員とともに、知多市での取り組みを通じて地域を理解し、地域社会の本質や

奥深さを学ぶことを目的に、知多市の昭和・平成・令和を生きる地域住民の知恵と工夫から

「まちづくり」の極意を学ぶ（担当：市野） 

①岡田地区：岡田街並保存会ガイドによる街歩き＆雅休邸、SoN DINING 

②新舞子地区：ソーシャルファーム新舞子（就労継続B型事業所） 

③南粕谷地区：南粕谷ハウス（多世代交流）、大智院（地域で子を育む“てらこや”） 

11/18 一宮市市民活

動支援センター 

NPO現場見学ツアー「知多地域の子育て、教育拠点を見学しよう！」 

①知多市市民活動センター：Iぎゅっとパパママ学級ちた～産前産後ケア～ 蜘手衣沙菜さん 

②地域学校協働活動（南粕谷小学校内）：澤田広彰さん（ちたっ子統括コーディネーター）、 

今井秀明さん（南粕谷小コーディネーター）、菊地美樹さん（旭南中コーディネーター） 

昼食：手づくりカフェAda-coda（ぎゅっとカフェ） 

13人 

［担当者のふりかえり］ 

一宮市市民活動支援センター委託のNPO現場見学ツアーでは、知多市で進められているコミュニティスクールの取り組みを視

察した。知多市では、令和4年度から令和9年度にかけて全市で導入する方針で進められている。 

知多市は、20年後に「誰かの役に立ちたい」と思える市民を育てることを目指し、取り組んでいる。この理念は、市民活動やボラ

ンティアの原点にも通じるものであり、参加者から多くの共感が寄せられた。 （安藤） 

グループワーク 
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⑥みよし市介護サービス相談員研修 実施形態 委託事業（民間） 

目的：介護サービス相談員事業の目的である「介護サービスの満足度を高め、利用者の不安・不満が大きな問題にならないよ

うに解決を図ること」を踏まえ、介護サービス相談員の活動を再認識するため、①情報から要点を抽出し、簡潔に整理して

記録できるようになる、②施設入所者の意見を理解し、建設的な方向へ導くことができるようになる。到達目標に据えて研

修を行った。 

講師：戸田愛 氏 （いのちのきらめき畑～ケアする人が元気になる土壌づくり～） 

日程 場所 内容 人数 
11/28 みよし市市民活動

センター会議室 

「家族の視点」と「プロの伝達力」を磨く 

スキルアップ１ ①立ち位置の再確認、②観察力・質問力の向上、③演習 

9人 

 

2/20 スキルアップ２ ①実践の振り返り、②日記ではなく報告書にするためのコツ、③演習 5人 

  合計 14人 

［担当者のふりかえり］  

知多圏域には介護サービス相談員の仕組みが無いため、あいネットの相談を受けてから勉強しました。そのため、受講後の到

達目標は講師の戸田さんと何度も相談しながらプログラムを組みました。具体的には、事業の目的を再確認すること、また、ロー

ルプレイングを通じて、経験値や既成概念に捕われずに「事実」を引き出し、記録するコツを学ぶことができました。（市野） 

 

⑦災害時外国人支援活動講座開催業務 実施形態 委託事業（愛知県） 

目的・概要：愛知県では、「第4次あいち多文化共生推進プラン」における重点的な取組の一つとして、「安全・安心な暮らしを支

える体制の強化」を掲げ、多言語による防災情報の提供や防災に関する知識・意識の向上を図るとともに、県、市町村、

関係団体などが相互に連携・協力して情報の共有や発信を行う仕組みの構築に取り組むこととしている。そこで、大規模

災害時に外国人県民の対応を直接行う市町村職員、国際交流協会職員及び社会福祉協議会職員に対して、「多文化防

災」への理解を深めるためのオンライン基礎講座と知多市での避難所運営講座/摸擬避難所訓練の2部構成で開催した。 

事業内容： 

（1）オンライン基礎講座 視聴開始12月1日より1年間 

 テーマ 講師 
1 「外国人のための避難生活支援」 （一社）Wellbe Design 篠原辰二 氏 

2 「阪神・淡路大震災から学ぶ外国人支援の必要性」 （N)エフエムわいわい 金千秋 氏 

3 「平常時からの連携の大切さ」 （N)外国人ヘルプライン東海 後藤美樹 氏 

4 「ともに備える：外国人住民の声から考える地域の防災」 ちたビジョンプロジェクト 竹内綾 氏 

5 「愛知県の外国人住民の状況と取組」 愛知県多文化共生推進室 田渡優 氏 

6 「知多市の外国人住民の状況と取組」 知多市市民協働課 田中亜耶 氏 

（2）知多市での訓練 

日程 場所 内容 人数 
2026/2/1 知多市勤労文化会館

やまももホール 

第１部 先進地視察報告会「水害被災地の外国人支援の取組から学ぶ」 

報告者：小林将人（知多市防災危機管理課）、篠原小百合（知多市国

際ネットワーク協議会）、田中亜耶（知多市市民協働課）、伊藤慶祐

（知多市社会福祉協議会）、安藤千栄子（地域福祉サポートちた） 

第２部 避難所運営講座 

講義「避難所における外国人支援のポイント」 講師 篠原辰二 氏 

第３部 多言語対応模擬避難所訓練、リフレクションと講師による総括 

行政27人 

社協4人 

国際交流4人 

企業6人 

NPO他33人 

通訳・被災者役 

ボランティア9人 

  合計 83人 

［担当者のふりかえり］ 

避難所運営訓練は、日本福祉大学開発ソーシャルワーク演習（NPO法人多文化共生リソースセンター東海 土井氏）に同席し

イメージをもって訓練実施ができた。先進地視察では、認定NPO法人茨城NPOセンター・コモンズの横田氏を訪ね、被災当時

から現在の取組を教授いただいた。また、防災イベント（みんなでつながる防災Bフェス）や知多市総合防災訓練（南粕谷小学

校）にてブース出展し、地域住民に向けてオンライン基礎講座を上映した。（市野） 
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Ⅱ 市民活動支援事業 

Ⅱ-（１）市民活動事務局支援事業 

①手づくりカフェ Ａｄａ-ｃｏｄａ 実施形態 自主事業 

目的：誰もが自分色で輝ける場の提供と「食」を通じたコミュニティづくりの応援 

場所：知多市市民活動センター 調理室・交流室 

事業内容：ワンデイシェフコーディネート、ランチ・喫茶提供のサポート、情報発信、イベントの開催、 

売上日数181日、ワンデイシェフ登録数：40人（18団体）、来店者数：延べ3,703人 

【イベント開催】 

4/8～ 
のぼり設置 

8/8 
中学生レストラン（星槎名古屋中学校） 

来店者数：39人 

10/25 
センターまつりへの出店 

参加シェフ：6団体 

    

［担当者のふりかえり］ 

昨年実施したのぼりデザイン投票によって決まったのぼりをセンター駐車場に設置した。集客の増加だけでなく、ワンデイシェフ

の活動に興味を持った市民からの問い合わせも増え、登録に繋がり、その結果ランチ営業日も増加した。センターまつりではコ

ーヒー淹れ方講座を実施した。また普段顔を合わせることのないシェフ同士の交流も図ることのできるいい機会となった。2026年

も引き続きSNSでの広報活動を積極的に行い、ワンデイシェフの活動を広めたい。(落水) 

 

②キリン・地域のちから応援事業 実施形態 自主事業 

目的：地域の居場所で活躍する人材を発掘し、食を通じた活動から、一人一人が地域社会の中で活躍できる場を広げることを

目的とする。また、調理や食の提供を通じて参加者同士が交流し、地域での新たな仲間づくりを目指す。 

事業内容 

日程 場所 内容 人数 
10/20 知多市市民活動センター 調理

室・交流室 

手づくりカフェAda-coda 

「コーヒーの淹れ方講座」 講師：珈琲豆屋コモン 中島修一さん 9人 

11/14 「かんたん！料理教室」  講師：Ada-codaシェフ 海老原景子さん 10人 

11/28 ワンデイシェフ体験会（シェフ：えびちゃん） 6人 

12/12 ワンデイシェフ・オープン 6人 

  延べ 31人 

［担当者のふりかえり］ 

「キリン・地域のちから応援事業」の助成を受け実施。参加者の半数以上が初回の講座から継

続的に参加し、最終的には6名がワンデイシェフとして店舗運営を経験することができた。「料

理教室」では、地域で子ども食堂や高齢者の居場所づくりに取り組む実践者を講師として招い

たことで、参加者が地域活動を身近に感じられる機会となった。その結果、事業終了後も5名が

Ada-codaでのボランティア活動を継続するとともに、講師自身が運営する子ども食堂でボラン

ティア活動をするなど、地域活動へと関わりが広がるきっかけとなった。（安藤） 

11/28 ワンデイシェフ体験会 
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①ベティ基金事務局 実施形態 委託事業（民間） 

目的：制度によらない障がい者福祉活動等の社会貢献活動を行うボランティア団体・NPO法人等を応援するべティ基金の助成

事業の運用及び広報に係る事務を行うことで、団体支援及び地域交流・活性につなげる 

助成月 助成先/団体概要 助成内容 助成額 

4月 （一社）子どもねっこ育社/HSC/HSPについての啓発活動、

居場所づくり 

夏休みと冬休みの子どもの居場所づくり 8万円 

（N）TSUBAME/重症心身障害児医療的ケア児対象の多機

能型通所施設 

障害児用チャイルドシート購入費 18万円 

夢見るママ/育児中の母親が安心して休める場の提供 育児中の母親のための居場所運営費、

団体パンフレット作製費 

5.5万円 

8月 愛知に学びの場を拡げる会/障がいのある子の青年期の

学びと「学びの場」に関する普及啓発 

障害のある青年たちとつくる「学びの場」

講演会費 

7.2万円 

（一社）oneness/障がい者の日常生活及び社会生活を支援

する就労継続支援B型事業所の運営 

うららのワクワク体験イベント費 11万円 

遊び会/不登校児の居場所づくり 長島スパーランドで交流会 9.7万円 

イルカくらぶ/発達障害児を持つ親同士の交流 不登校の子の進路を考える会 1.7万円 

12月 mimosa/「ママのひとやすみ」など子育て支援と地域のつな

がりづくり 

ママのひとやすみ運営費用 9万円 

話してはなす「はなはな」/乳幼児保護者を対象とした、集い

の場の開催 

先輩ママたちの子育て井戸端会議費用 5.4万円 

自閉スペクトラム症啓発グループSmile/発達障がい、自閉

症スペクトラム症についての啓発 

障害者週間展示会費用 6.2万円 

みんなのつどいばあそぼうかい/子どもの居場所づくり あそびを学ぶ講座開催費用 7.5万円 

［助成金審査会］  

日程：3回（4/23、8/21、12/22） 

場所：知多市市民活動センター会議室 

[ベティ基金交流会] 

日程：11/29 

場所：ベティさんの家太田川 

参加者：14人（（株）RandTカンパニー 1人、助成団体 11人、事務局 2人） 

［担当者のふりかえり］ 

助成先１１件のうち、6件は初申請の団体であり、障害者支援ツールの展示会や障害理解のための講演会費用など、さまざまな

活動で助成金を活用していただけた。交流会では、活動を進めるうえで感じている課題を参加者同士で出し合い、団体が抱え

る困りごとについて、お互いアドバイスをすることができた。顔の見える関係性を作ることで、安心感につながり、お互い励まし合

いながら地域交流することができた。（山森） 

 

障害児用チャイルドシート 団体パンフレット作成 学びの場講演会 

ベティ基金交流会 
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Ⅱ-（２）知多市市民活動センター事業 

①市民活動センター相談・支援 実施形態 委託事業（知多市） 

目的：市民・コミュニティ・市民活動団体及び事業者が自発的に行う、共益・公益活動を促進するための事業実施及び機能の

充実を図ることにより市民協働のまちづくりに寄与する 

 

事業内容 

①市民活動に関する相談業務 ※市民活動の推進に必要な業務 

②市民活動に関する情報の収集及び提供業務 

③市民活動のための場所の提供業務 

［waiwai交流会］センター登録団体を主対象に情報交換会を実施（年2回） 
日程 事業内容 人数 

4/19 テーマ「2市合同市民活動交流会」 

内容：大府市の市民活動団体との交流会、市町を超えて団体の連携や協働を促進。それぞれの団

体が抱えている課題や活動の工夫を情報交換し、市民同士で教え合う機会を提供 

知多市16人  

大府市12人 

11/22 テーマ「知多市総合計画について学ぼう！」 

講義：「知多市総合計画について」 講師：知多市企画政策課 

・市民活動団体の「現在の活動や今後やってみたいこと」をグループで共有 

・総合計画の重点戦略体系図に活動を位置付けるワーク 

21人 

延べ 49人 

 
［市民活動団体大交流会］ 
登録団体が交流を図ることで顔見知りとなり、今後の活動において連携しやすい環境の機会をうみだす場とする。 

団体がお互いの活動内容を知り、相互理解することで、共助の力を引き出す。 

日程 事業内容 人数 
1/18 ・オープニング：ガウデーレ/弦楽四重奏の演奏、AELU/活動紹介、民族ダンス披露 

・事例紹介：Iぎゅっとパパママ学級知多～産前産後ケア～、あいち協働プラットホーム 

・一言自己紹介 

・交流タイム：参加団体29団体によるブース展示とオリジナルトレーディングカードを使った交流 

97人 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

［知多市市民活動センター連携会議］ 

市民活動センターを市民活動の拠点として運営するために、センター運営の課題を協議する。 

市民活動団体の支援環境を整えるため、各団体の専門性を活かした情報や相談内容の共有。 

日程（月 1 回）：4/24、5/14、6/13、7/8、8/8、9/10、10/9、11/12、12/9、1/9、2/24、3/17 

会議構成員：市民協働課、生涯学習スポーツ課、（N）市民大学ちた塾、（社福）知多市社会福祉協議会総合ボランティアセンタ

ー、（N）地域福祉サポートちた 

［担当者のふりかえり］ 

テーマ設定型のwaiwai交流会では参加団体に偏りが見られたことから、より多くの団体が出会い、顔見知りになる場として「市民

活動団体大交流会」を開催した。限られた時間の中でも積極的に交流できるよう、活動写真やパンフレットを使ってブースを装

飾する団体や、カードを活用して交流を深める団体の姿が印象的であった。参加団体の中には、他団体の活動を十分に知らな

いケースも多く、大規模に交流することの意義が改めて感じられた。交流会後には団体同士がつながり、新たな協働のきっかけ

となった事例も生まれている。今後もこうした交流の機会を継続的に提供し、団体間のつながりをさらに広げていきたい。（山森） 

waiwai 交流会（11/22） 
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④市民活動支援事業 実施形態 委託事業（知多市） 

目的：市民活動の総合的な推進拠点である市民活動センターの認知度を高め、地域社会の未来の担い手となる若い世代が、

市民活動に関心を持つきっかけ作りに取り組むことで人材の掘り起こしを進めるとともに、市民活動団体が地域で活躍す

る機会や活動の場の創出について支援する  

事業内容： 

日程 事業内容 人数 
6/7 センターまつり企画運営サポーター説明会 

事業説明、自己紹介、まつりテーマや企画に関するアイデア出し他 

9人 

7/5、8/2、 

9/13、10/11 

まつり企画会議（全4回） 

企画立案、イベントの担当割、消耗品の購入検討、広報、インスタ投稿について 

26人 

9/20 ブース出展団体説明会 

出展エリアと内容の共有、注意事項、搬入搬出時間について 

4人 

10/24 センターまつり 

活動紹介パネルコンテスト、市民活動団体出展ブース、ファッションショー、野外ステージ、クイズラリー 

1,553人 

11/15 サポーター振り返り会 

サポーター活動を通しての気づきやイベントの改善点を共有 

8人 

延べ 1,600人 

［担当者のふりかえり］ 

パネルコンテストやブース出展を通して、市民活動団体の魅力や取り組みを紹介し、団体同士がつながるきっかけを作ることが

できた。サポーターと一緒に企画・運営を進めたことで、運営側の視点を共有しながら、市民とのつながりをより身近に感じられ

るまつりとなり、サポーターの人を巻き込む力を感じた。また、28社の企業協賛をいただき、広報チラシの作成や消耗品の購入、

コンテスト出展団体への寄付金として活用することができた。多くのご支援に支えられ、充実したセンターまつりにすることができ

た。（山森） 

 

⑤地域担い手育成事業 実施形態 委託事業（知多市） 

目的：地域活動を担う人材の育成講座を実施し、受講者のリーダーシップやファシリテーション、コーディネート力の向上を図る

ことで、次年度以降の円滑なコミュニティ活動につなげる。また、受講者が他地域の住民や地域支援団体と交流し、つながり

を深める機会を設けることで、地域活動の活性化を促す。さらに、新たな取組の創出や既存事業の見直しにつながるきっか

けをつくる。 

講師・全体ファシリテーター：加藤武志さん（まち楽房(有)） 

日程・場所 事業内容 受講対象 人数 
2/21 

知多市青少年会館 

多目的ホール 

講義：ワクワクまちづくり講演会「ほしい未来は、自分でつくる。」 

コミュニティの取り組み事例紹介 

①つつじが丘コミュニティ：「イベントサポーター制度」 

②新知コミュニティ：「運動会に防災活動を競技として取入」 

グループワーク 

・R7年度コミュニティ役員 

・R8年度コミュニティ役員 

・地域担当職員 

・CSW 

34人 

3/7 

メディアス体育館ち

た 大会議室 

講義：プチレク「発想の技術」 

市民活動団体とコミュニティの連携事例紹介 

①大同ライフサービス ②東部みちくさひろば  

③福祉救援ボランティア「こだま」 

アイデアソン 

・R8年度コミュニティ役員 

・市民活動団体 

・地域担当職員 

・CSW 

37人 

 延べ 71人 

［担当者のふりかえり］ 

今年度の研修は地域役員が役割を主体的に捉え、新年度からの事業を前向きに活動できることを目的に実施した。第1回は自

治の基礎講義と事業改善事例の共有を行い、「自地域でも取り入れたい」との声があった。第2回は連携事例紹介をヒントに、

「地域の取り組み、はじめの一歩」となるアイディアを出し、参加者同士の対話の中で企画をブラッシュアップさせていく「アイデ

アソン」を実施した。参加者からは「たくさんの意見を取り入れることが大切だと解った」との声があった。（安藤） 
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Ⅳ 啓発・相談事業 

Ⅳ-（１）講師派遣 各種審議会・審査会・委員会等参画 

①ＮＰＯ・まちづくり講師派遣 実施形態 委託事業（行政/民間） 

目的：大学、市民団体、行政等が行う福祉、市民活動支援、まちづくり、協働等へのコーディネート、講師、委員などの派遣を

行い、地域福祉や市民活動の活性化を図る 

 依頼先 日程 / 内容 派遣 
（1）大学等講師派遣 
1 日本福祉大学 国際学部1年 4/18 現代福祉 講義 知多半島のNPOと地域づくり 市野 

2 日本福祉大学 社会福祉学部2年 4/25 行政福祉 特別講義 地域における福祉支援組織＆活動の展開 市野 

3 日本福祉大学 社会福祉学部 1 年 5/22, 8/20, 10/23, 12/18 行政専修 政策形成実践特講Ⅰ 

テーマ これからの時代にあった地域活動について考える 

市野 

4 日本福祉大学 社会福祉学部3年 6/9, 8/28 専門演習 NPOフィールドワーク 市野 

5 日本福祉大学 社会福祉学部2年 6/12, 6/17 地域福祉論Ⅰ 地域におけるNPOとNPO中間支援活動の実践 市野 

6 愛知学院大学経営学部 6/20、11/14 先端経営講座 地域課題へのアプローチ：地域福祉・介護 市野 

7 日本赤十字豊田看護大学看護学部 10/22 講義 ボランティア活動論 市野 

8 日本福祉大学 全学教育センター 1/23、1/29、2/9、2/16 福祉フィールドワーク実践 NPOとまちづくり 市野 

9 名古屋市立大学  共同講座推進 1/24 南知多町・美浜町共同講座 最終報告会 市野 

10 日本福祉大学 ふくしアワード審査 1/26 審査員 市野 

（2）行政・各種団体講師等派遣 
1 東海市総務部市民協働課 8/3 第5回とうかいKYO-DOキックオフミーティング 市野

安藤 

2 愛知県自治研修所 11/6 採用２年目職員研修 講義 ＮＰＯ・福祉分野の協働推進 市野 

3 東浦町社会福祉協議会  2/14 ボランティア・市民活動者交流会 持続可能な資金づくり講座・入門 市野

山森 

4 （N）ヤトミーティング 2/20 社会人マナー基礎講座 市野 

（3）各種検討委員会等委員派遣 
1 愛知県とNPO行政の協働に関する実務者会議 市野 

2 愛知県市民活動支援センター情報交流会世話人会 ※交流会10/24開催＠あいちNPO交流プラザ 市野 

3 愛知県若者未来応援協議会・半田地区協議会 市野 

4 愛知県青少年育成県民会議 市野 

5 知多メディアスネットワーク（株） FM番組審議会 山森 

6 知多北部広域連合 介護保険事業計画推進会議 市野 

7 知多市環境審議会 市野 

8 知多市総合計画推進パートナー 市野 

9 知多市都市計画審議会 市野 

10 知多市男女共同参画推進会議 市野 

11 ちた子ども若者支援ネット会議 山森 

12 武豊町提案型協働事業審議会 市野 

13 阿久比町みんなでチャレンジ・まちづくり事業審査会 市野 

14 尾張旭市自治会等活動促進助成事業候補選定会議・中間報告会 市野 

15 （N）あいちNPO市民ネットワークセンター主催 防災時のいろは事業アドバイザー 市野 

16 （Ｎ）知多地域権利擁護支援センター 人材バンク構築プロジェクト委員会 山森 
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Ⅴ 調査・研究・提言事業 

Ⅴ-（１）ＮＰＯ・まちづくり研究調査提言事業 

①包括的支援体制・重層的支援体制整備事業に関する研究会 実施形態 委託事業（民間） 

概要：日本福祉大学研究プロジェクト「住民主体の包括的支援体制の構築を目指した戦略 -0歳から100歳のすべての人が安

心して暮らせる地域づくりを目指して-」を地域ケア研究推進センターより継続した知多半島総合研究所地域包括ケア部

研究会が情報交換や研鑽を図ることを目的に、知多半島５市５町行政・社協を主対象に参加を呼びかけ、年３回の研究

会を開催した。 

構成員：川島ゆり子、吉村輝彦、菊池遼、岸佑太、岡本一美（日本福祉大学）、加藤昭宏（同朋大学） 

日程 場所 テーマ 人数 
9/1 日本福祉大学

東海C（S402） 

重層事業の評価研究 ―全国調査報告（速報）－ 

講師：川島ゆり子先生、加藤昭宏先生（同朋大学社会福祉学部） 

内容：「重層的支援体制整備事業の評価研究」全国調査報告および厚労省地域共生社会あり

方検討会中間まとめ、重層的支援体制施美事業の評価研究アンケート速報値を踏まえ、

部会構成員による注目ポイントの解説を報告した。 

46人 

12/23 知多市市民活

動センター会

議室 

参加支援・地域づくりを進めるための地域の巻き込み方 

講師：（一社）ダイバーシティ・スタイル 代表 栗本浩一 氏 

内容：参加支援事業と就労準備支援事業を基盤に対象者の社会とのつながりを取り戻すプロ

セスを事例とともに共有したのち、重層支援事業の実施を阻む３つの壁を講師、参加者、

教員との双方向な対話により解きほぐした。 

42人 

2026年 

3/4 

日本福祉大学

東海C（S302） 

令和８年度に向けた福祉政策の動向と自治体の検討課題 

講師：原田正樹学長、川島ゆり子先生、井上綾 氏（東海市役所職員） 

内容：福祉政策と自治体の検討課題について、社会福祉法を含めた法改正に基づく論点を提

示したのち、全国調査結果との比較からみる知多半島の特性、並びに、現場から見る重

層的支援体制整備事業の現状と今後を報告した。 

40人 

 延べ 128人 

 

②在宅医療・介護連携推進事業に基づく多職種連携研修会に関する研究会 実施形態 委託事業（民間） 

概要：日本福祉大学研究プロジェクト「在宅医療・介護連携推進事業に基づく多職種連携研修会を推進することを目的に、知

多半島５市５町行政・社協を主対象に、連携を阻む障壁に着目したワークショップへの参加を呼びかけた。今年度は「防

災」をテーマに年２回のワークショップを開催した。 

構成員：白尾久美子、上山崎悦代、岡本一美（日本福祉大学）、藤井博之（佐久病院小梅分院医師） 

日程 場所 テーマ 人数 
12/3 知多市市民活

動センター会

議室 

在宅医療・介護連携推進事業における防災 

講師：（一社）Wellbe Design 理事長 篠原辰二 氏 

内容：災害時避難行動要支援者に関する取組指針について、2025年6月に改正された災害対

策基本法の理念・目的及び避難行動支援の変遷に基づく論点を踏まえ、各々の立場から

見える課題と今後の取組指針を共有した。 

22人 

2026年 

3/24 

（社福）愛光園 

ひかりのさとフ

ァーム 

災害時の多職種連携を考えるインフォーマルな対話の場 

内容：各々の立場から見える課題感や取り組みを紹介したのち、災害時の連携について意見

交換した。 

17人 

延べ 39人 

[担当者のふりかえり]  

今回の災害時の連携について話し合った結果を受け、藤井先生より「規模が十分かどうかは別として、インフォーマル（横）な話

し合いに意味はある」とした上で、「フォーマル（縦）と横の相互的になる条件を探すことが連携のカギになる」との講評を受け、改

めて、学究と実践を重ね合わせた理を追求したいと思います。（市野） 
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３．その他 

Ⅰ 法人会議開催に関する実績 
会議名 参加者 場所・日程 

通常総会 正会員 36人 知多市市民活動センター 5/28 

理事会 理事・監事 15人 知多市市民活動センター・オンライン併用  5/19、5/28、11/20、3/17 

理事懇談会 理事 13人 知多市市民活動センター  7/22、9/16、1/19 

監査 監事・代表・事務局長 法人事務所  5/12 

担当者ミーティング ①常勤職員 3人 

②喫茶担当 3人 

法人事務所 ①運営会議 4/12、5/30、6/18、7/10、8/22、9/22、10/31、

11/12、12/1、1/20、2/6 ②喫茶 4/9、6/2、10/15 

スタッフミーティング スタッフ 10人 法人事務所  4/8､5/7､6/2､7/7､8/6､9/2､10/6､11/5､12/5､1/6､2/2､3/2 

Ⅱ 他団体の事業・イベント等への参加実績 
日程 場所 事業・イベント名 

4/19 弥富市市民活動センター 弥富市主催 やとみっけベースグランドオープン 

4/30 オンライン NPO政策研究所主催 改正公益信託の可能性 

6/14  東海市立市民活動C 東海市主催 第4回とうかいKYO-DOキックオフミーティング 

6/22 ウインクあいち1103 (N)VNS主催 総会記念交流会 かなめびと応援プロジェクトセミナー 

6/21 ウインクあいち1303 (N)中部プロボノセンター主催 プロボノフェス2025 

6/27 日本福祉大学東海C 日本福祉大学国際学部主催 災害時の外国人支援WS 

7/15、10/28 知多市市民活動C他 ちた未来会議 

7/17 オンライン 愛知県主催 あいち協働プラットフォーム説明会 

7/30 半田市宮池小学校 みやっ子パワーアップ大作戦 

8/19 オンライン 愛知県主催 あいち協働プラットフォーム意見交換会 

9/4、9/11 オンライン (N)NPOサポートセンター主催 「NPO代表者・経営者向けゼミ」 

9/19 オンライン (公財)JCNE主催 グッドガバナンスヒアリング 

9/22、3/23 中日本高速道路、ブラザー (一社)サスティナブル・コ・イノベーション・フォーラム主催 9月教育、3月多文化 

9/28 南山中学校 (一社)アスバシ主催 マイチャレンジインターンシップ2025報告会 

10/16 日本福祉大学美浜C 日本福祉大学減災連携・支援機構主催 第7回減災円卓会議 

11/1 日本福祉大学美浜C 日本福祉大学美浜C学園祭実行委員会主催 学園祭 

11/5 知多市福祉活動センター Linkちた主催 講演会「市民活動のこれから」 

11/9 知多市南粕谷小学校 知多市主催 総合防災訓練（ブース出展） 

11/19 オンライン (N)VNS主催 かなめびと応援プロジェクト セミナー「事業積算のコツ」 

11/19 IGアリーナ 愛知県主催 グリーンボンドセミナー 

11/29 日本福祉大学東海C 看護学部・国際学部合同 多文化共生防災授業  

12/6 大府市役所大会議室 大府市市民活動センター主催 大府市コラビア交流会 

12/7 知多市大興禅寺東一帯 大興寺山法師の会主催 第17回大興寺四季ざくら祭り 

12/14 大府市愛三文化会館 愛光園主催 映画会「ピア～まちをつなぐもの」上映会 

12/20 一宮市市民活動支援C 一宮市市民活動支援センター主催 一宮おしゃべりルーム 

1/12 オンライン 日本福祉大学主催 FUKUSHI ACADEMY 未来へのふくし航路 

2/15 知多市勤労文化会館 Iぎゅっとパパママ学級知多主催みんなでつながる 防災！Bフェス ブース出展 

2/28 弥富市総合社会教育C 弥富市主催 毎日ありがとうまつり講演会 

3/6 オンライン (公財)JCNE主催 グッドギビングマーク ヒアリング  

3/20 新城文化会館 黄柳野高校 介拓奨学生プログラム高校生体験発表 
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Ⅲ 他団体理事会、総会等への出席 
日程 場所 事業・イベント名 

4/28 オンライン  （N）ボランタリーネイバーズ理事会 

4/30 みよし市市民活動センター  （N）あいちNPO市民ネットワークセンター理事会 

5/8 オンライン  （社福）愛光園理事懇談会 

5/17 喫茶らでぃっしゅ  （N）だいこんの花通常総会 

5/24 ゆめじろう事務所  （N）ゆめじろう通常総会（参加） 

5/24 地域たすけあいセンター絆  （認定N）絆通常総会（参加） 

5/25 ふれ愛  （N）東海市在宅介護家事援助の会ふれ愛(参加） 

5/25 りんごぴあ  （N）りんりん通常総会（参加） 

5/25 知多市福祉活動センター  （N）知多地域権利擁護支援センター通常総会（参加） 

5/26 オンライン  （N)ボランタリーネイバーズ理事会 

5/26 街かどサロンきらり  （N）あかり通常総会（参加） 

6/1 弥富まちなか交流館  （N）ヤトミーティング総会 

6/5 愛光園  （社福）愛光園理事会 

6/9 オンライン  (N)ヤトミーティング理事会 

6/11 ゆいの会  （認定N）ゆいの会通常総会（参加） 

6/19 みよし市市民活動センター  （N）あいちNPO市民ネットワークセンター通常総会 

6/22 ウィルあいち  （N）ボランタリーネイバーズ通常総会 

6/22 チャレンジド  (N)チャレンジド総会（参加） 

6/25 喫茶らでぃっしゅ  (N)だいこんの花理事会 

6/30 オンライン  (一社)サスティナブル・コ・イノベーション・フォーラム理事会 

7/9 みよし市市民活動センター  （N）あいちNPO市民ネットワークセンター理事会 

8/1 喫茶らでぃっしゅ   （N）だいこんの花理事会 

8/3 （N）子ども＆まちネット （N)ボランタリーネイバーズ理事合宿 

8/7 愛光園  （社福）愛光園理事懇談会 

9/4 愛光園  （社福）愛光園理事会 

10/1 オンライン  (N)ヤトミーティング理事会 

10/30 みよし市市民活動センター  （N）あいちNPO市民ネットワークセンター理事会 

11/12 オンライン  （N)ボランタリーネイバーズ臨時理事会 

11/13 愛光園  （社福）愛光園理事懇談会 

11/28 JRゲートタワー  （N）起業支援ネット理事会 

12/4 愛光園  （社福）愛光園理事会 

12/10 喫茶らでぃっしゅ  (N)だいこんの花理事会 

1/22 オンライン  （社福）愛光園理事懇談会 

1/25 半田市乙川公民館  知多半島フットケアサポート会総会 

1/30 みよし市市民活動センター  (N)あいちNPO市民ネットワークセンター理事会 

2/8 （N）子ども＆まちネット （N）ボランタリーネイバーズ理事合宿 

3/5 愛光園  （社福）愛光園理事会 

3/14 オンライン  （N）ヤトミーティング理事会 

 



特定非営利活動法人　地域福祉サポートちた （単位　：円）

Ⅰ 経常収益
1． 受取会費

1） 受取入会金 5,000
2） 受取会費 724,000 729,000

2． 受取寄付金
1） 一般寄付金 10,000
2） その他寄付金 41,634 51,634

3． 受取助成金等
1） 民間補助金 1,580,000
2） 国・地方補助金 1,580,000

4． 事業収益
1） 自主事業収入 8,163,270
2） 受託事業収入

　①民間委託事業収益 3,816,042
　②公共委託事業収益 14,588,199 26,567,511

5． その他収益
1） 受取利息 34,149
2） 雑収入 54,322 88,471

29,016,616
Ⅱ　経常費用

１． 事業費
(1) 人件費

給与手当 15,522,331
法定福利費 1,747,208
福利厚生費 328,725

17,598,264
(2) その他経費

売上原価 2,417,249
講師料 2,142,088
旅費交通費 228,379
通信運搬費 473,817
交際接待費 2,160
減価償却費 0
賃借料 28,000
保険料 92,267
燃料費 19,392
消耗品費 566,188
租税公課 1,174,693
施設利用料 403,295
支払手数料 301,514
新聞図書費 22,440
印刷費 54,023
会議費 67,050
リース料 325,507
教材費 641,300
実習費 472,272
委託費 346,920
雑費 47,579

9,826,133
27,424,397

経 常 収 益 計

人 件 費 計

そ の 他 経 費 計
事 業 費 計

令和7年度

活動計算書

令和7年4月1日　から　令和8年3月31日　まで

科 目 金 額
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2． 管理費
(1) 人件費

給与手当 447,145
法定福利費 50,331
福利厚生費 29,469

526,945
(2) その他経費

旅費交通費 10,325
通信運搬費 17,755
交際接待費 3,300
減価償却費 0
保険料 55,369
燃料費 559
消耗品費 7,882
租税公課 34,427
施設利用料 6,405
宣伝広告費 4,000
支払手数料 8,686
諸会費 100,000
会議費 3,791
リース料 9,377
研修費 8,600
雑費 9,653

280,129
807,074

28,231,471
785,145
785,145
76,228

708,917
24,678,824
25,387,741

管 理 費 計
経 常 費 用 計

人 件 費 計

そ の 他 経 費 計

次 期 繰 越 正 味 財 産 額

当 期 経 常 増 減 額
税 引 前 当 期 正 味 財 産 増 減 額
法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税 額
当 期 正 味 財 産 増 減 額
前 期 繰 越 正 味 財 産 額
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１．重要な会計方針

財務諸表の作成は、ＮＰＯ会計基準（2017年12月17日改正、ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。

(1) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

最終仕入原価法による原価法

(2) 固定資産の減価償却方法

有形固定資産は法人税法の規定に基づく定率法（但し建物は定額法）

無形固定資産は定額法

(3) 消費税の会計処理

消費税の会計処理は、税込経理によっています

２．事業損益の状況

3） 4） 5）

Ⅰ．経常収益

1． 受取会費 40,000 40,000 689,000 729,000

2． 受取寄付金 51,634 51,634

3． 受取助成金等 1,500,000 80,000 1,580,000 1,580,000

4． 事業収益 6,732,244 2,084,915 3,589,450 13,305,114 5,000 302,868 547,920 26,567,511 26,567,511

5． その他収益 3,912 3,912 84,559 88,471

Ⅱ．事業費

(1) 人件費

給与手当 3,257,773 878,321 894,291 9,853,168 239,542 15,969 383,267 15,522,331 447,145 15,969,476

法定福利費 366,698 98,865 100,662 1,109,081 26,963 1,798 43,141 1,747,208 50,331 1,797,539

福利厚生費 68,992 18,601 18,939 208,665 5,073 338 8,117 328,725 29,469 358,194

人件費計 3,693,463 995,787 1,013,892 11,170,914 271,578 18,105 434,525 17,598,264 526,945 18,125,209

(2) その他経費

売上原価 2,417,249 2,417,249 2,417,249

講師料 1,467,017 359,571 30,000 220,000 10,000 5,500 50,000 2,142,088 2,142,088

旅費交通費 38,960 161,440 1,660 5,440 20,534 345 228,379 10,325 238,704

通信運搬費 69,655 14,053 13,687 156,124 212,588 1,374 6,336 473,817 17,755 491,572

交際接待費 1,080 1,080 2,160 3,300 5,460

賃借料 28,000 28,000 28,000

保険料 19,239 5,787 5,281 58,188 1,415 94 2,263 92,267 55,369 147,636

燃料費 4,070 1,097 1,117 12,310 299 20 479 19,392 559 19,951

消耗品費 316,489 11,542 70,048 145,771 15,524 183 6,631 566,188 7,882 574,070

租税公課 336,757 85,517 152,241 565,173 237 12,341 22,427 1,174,693 34,427 1,209,120

施設利用料 84,930 49,467 130,890 128,326 3,496 113 6,073 403,295 6,405 409,700

宣伝広告費 4,000 4,000

支払手数料 63,281 17,061 17,371 191,393 4,653 310 7,445 301,514 8,686 310,200

諸会費 100,000 100,000

新聞図書費 22,440 22,440 22,440

印刷費 3,470 10,840 15,083 24,630 54,023 54,023

会議費 6,400 1,028 29,887 29,235 500 67,050 3,791 70,841

リース料 68,316 18,419 18,754 206,623 5,023 335 8,037 325,507 9,377 334,884

研修費 8,600 8,600

教材費 641,300 641,300 641,300

実習費 152,272 320,000 472,272 472,272

委託費 346,920 346,920 346,920

雑費 16,073 5,363 6,532 17,910 349 133 1,219 47,579 9,653 57,232

その他経費計 3,306,359 1,060,267 2,876,118 2,117,808 312,889 41,437 111,255 9,826,133 280,129 10,106,262

△ 579,467 243,326 2,140 767,026 18,119 785,145

547,920 28,191,423

当期増減額

3,890,010 13,288,7226,999,822 2,056,054

事業費合計

小　　計

825,193 29,016,616

1）人材育成･研修事業 2）市民活動支援事業

科 目 合 計

3,713,362 13,305,114

情報交流
促進事業

啓発・
相談事業

調査・研究
・提言事業

事 業
合 計

法人管理
部 門ＮＰＯ人材

育成事業
市民活動
支援事業

市民活動ｾ
ﾝﾀｰ委託事

業

8,232,244

福祉人材
育成事業

2,084,915
302,868

807,074 28,231,471
9,055,876 17,178,732

1,261,283 △ 160,256

584,467 59,542 545,780 27,424,397

経常収益合計

小　　計

10,317,159 17,018,476
5,000
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３． 役員及びその近親者との取引の内容

＜該当なし＞

給与手当には使用人兼役務の役員分も含まれていますが、支給対象者数が少数のため個人情報保護の観点から

金額の明示を省略しています。

４． 固定資産の増減内訳

建物

建物付属設備

構築物

機械装置

車両運搬具 1,271,879 1,271,879 1,271,878 1

器具備品 1,158,449 177,430 248,829 1,087,050 1,087,050

その他

2,430,328 177,430 248,829 2,358,929 2,358,928 1

５． 使途が制約された寄付等の内訳

　使途が制約された寄付等の内訳は以下のとおりです。当法人の正味財産は

25,387,741 円ですが、そのうち使途が制約された財産はありません。

ベティ基金助成金 892,000 892,000

市民活動支援事業ｾﾝﾀｰまつり協賛金 296,000 282,917 13,083

1,188,000 1,174,917 13,083

　入出金は仮受金にて計上

　入出金は預り金にて計上

当期減少額 次期繰越額 備考前期繰越額 当期受入額

期末帳簿価額期末取得価額 減価償却累計減 少

合 計

合 計

内容

期首取得価額 取 得科 目
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特定非営利活動法人　地域福祉サポート　ちた （単位　：円）

Ⅰ 資産の部

1 流動資産

現金・預金 21,452,259

仮払金 126,586

前払費用 19,800

未収入金 5,131,896

26,730,541

2 固定資産

（1） 有形固定資産

車両運搬具 1,271,879

減価償却累計額 △ 1,271,878 1

工具器具備品 1,087,050

減価償却累計額 △ 1,087,050 0

有形固定資産合計 1

（2） 無形固定資産

電話加入権 86,590

無形固定資産合計 86,590

（3） 投資その他の資産

預託金 9,930

長期前払費用 452,582

投資その他の資産合計 462,512

549,103

27,279,644

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金 1,230,822

預り金 113,581

未払法人税等 71,000

未払消費税等 476,500

1,891,903

2 固定負債

0

1,891,903

Ⅲ 正味財産の部

24,678,824

708,917

25,387,741

27,279,644負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

正 味 財 産 合 計

令和7年度

特定非営利活動事業会計　貸借対照表

令和8年3月31日　現在

前 期 繰 越 正 味 財 産

当 期 正 味 財 産 増 加 額

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

資 産 合 計

科 目 ・ 摘 要 金 額

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計
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特定非営利活動法人　地域福祉サポート　ちた （単位　：円）

Ⅰ 資産の部

1 流動資産

現金（本部） 148,740

現金（あーだこーだ） 318,972

普通預金　 ＵＦＪ銀行　知多支店 6,566,108

普通預金　 ＵＦＪ銀行　知多支店 1,500,674

普通預金　 ＵＦＪ銀行　知多支店 7,059,740

普通預金　 ＪＡ知多　新知支店 44,768

普通預金　 知多信用金庫　知多支店 77,662

通常貯金 郵貯銀行 102,875

振替用口座 郵貯銀行 5,632,720

現金預金合計 21,452,259

仮払金

知多市民活動支援事業　次年度運営費 126,586

前払費用

会議室等利用料　令和 8 年度分 19,800

未収入金

市民活動相談支援費　知多市 2,790,000

市民活動ｾﾝﾀｰ日常清掃費　知多市 262,000

市民活動ｾﾝﾀｰ夜間管理費　知多市 324,500

知多市地域活動担い手育成事業委託料 486,200

市民活動支援事業受託料　知多市 271,614

災害時外国人支援活動講座料 997,582

未収入金合計 5,131,896

26,730,541

2 固定資産

車両運搬具 別紙備品台帳 1

工具器具備品 別紙備品台帳 0

電話加入権 0562-33-8658 41,790

0562-33-1631 44,800

電話加入権合計 86,590

預託金

ﾘｻｲｸﾙ預託金（タント） 9,930

預託金合計 9,930

長期前払費用

逓増定期保険料前払部分 452,582

長期前払費用合計 452,582

549,103

27,279,644

令和7年度

特定非営利活動事業会計　財産目録

令和8年3月31日　現在

資 産 合 計

科 目 ・ 摘 要 金 額

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計
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Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

3月分給与 1,200,212

清掃委託料 30,160

その他郵送料金等 450

未払金合計 1,230,822

預り金 源泉所得税 55,198

市県民税 45,300

その他 13,083

預り金合計 113,581

未払消費税等 476,500

未払法人税及び住民税 71,000

1,891,903

2 固定負債

0

1,891,903

25,387,741正 味 財 産

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計
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特定非営利活動法人　地域福祉サポートちた

台 帳 NO 品 名 取 得 年 月 取 得 価 額 耐用年数 償 却 率 期 首 簿 価 当 期 償 却 額 減価償却累計額 期 末 簿 価 備 考

3 プロジェクター H21.3.25 229,800 229,800 0 措置法特例

4 吸引シミュレータ H24.12.21 128,760 128,760 0 措置法特例

5 軽管ｼﾐｭﾚｰﾀ器具ｾｯﾄ H24.12.21 207,060 207,060 0 措置法特例

6 パソコン　富士通 H25.3.25 144,000 144,000 0 措置法特例

7 タント H26.1.6 1,271,879 4年 0.500 1 1,271,878 1

8 プロジェクター H28.3.17 200,000 200,000 0 措置法特例

9 AEDﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ R8.1.19 177,430 177,430 177,430 0 措置法特例

10

11

12

13

14

2,358,929 1 177,430 2,358,928 1

固 定 資 産 台 帳

令和8年3月31日

2
3
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監査報告書

特定非営利活動法人地域福祉サポートちた

代表理事 市野 恵 殿

私たち監事は、特定非営利活動促進法第 18 条の規定に基づき、2025 年 4 月 1 日から

2026 年 3月 31日までの事業年度における理事の職務執行を監査をいたしました。その

方法及び結果について、次のとおり報告いたします。 

1  監査の方法及びその内容

監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の

整備に努めるとともに、理事会、その他重要な会議に出席し、理事及び使用人

等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重

要な決済書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方

法に基づき、当該事業年度に係る事業報告について検討いたしました。

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る

計算書類（活動計算書、貸借対照表）及び財務諸表の注記並びに財産目録につ

いて検討いたしました。

2  監査意見

(1) 事業報告等の監査結果 
①事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認め

ます。

②理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大

な事実は認められません。

(2) 会計帳簿並びに関係書類の監査結果 
活動計算書、貸借対照表、及び財務諸表の注記並びに財産目録は、法令及び定

款に従い法人の財産並びに損益の状況を適正に示しているものと認めます。

2026 年  5 月 12 日

特定非営利活動法人 地域福祉サポートちた

監事 矢澤 久子

監事 岩田 光寿

謄本
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2026（令和 8）年度 特定非営利活動法人地域福祉サポートちた役員名簿

役職 氏名 所属

1 理事 片山 E

かたやま
A AE麻 E

ま
AAE有 E

ゆ
一般社団法人 BumpyCompany 代表理事 

2 理事 
AE久野 E

く の
A AE美奈子 E

み な こ
特定非営利活動法人起業支援ネット 代表理事 

3 理事 
AE佐々木 E

さ さ き
A A E優 E

ゆう
特定非営利活動法人東海市在宅介護家事援助の会ふれ愛 理事長 

4 理事 
A E下村 一美 E

しもむら かずみ
 認定特定非営利活動法人ゆいの会 代表理事 

5 理事 
A E出口 晋 E

でぐち しん
特定非営利活動法人ゆめじろう 理事長 

6 理事 
AE戸枝 E

とえだ
A A E 陽基 E

ひろもと
社会福祉法人むそう 理事長 

7 理事 
AE濱田 E

はまだ
A AE和枝 E

かずえ
特定非営利活動法人あかり 代表理事 

8 理事 
AE三島 E

みしま
A AE知斗世 E

ち と せ
特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズ 副理事長 

9 理事 
A E 山﨑 E

やまざき
A AE紀恵子 E

き え こ
認定特定非営利活動法人絆 代表理事 

10 理事 
AE市野 E

いちの
A A E 恵 E

めぐみ
特定非営利活動法人地域福祉サポートちた 代表理事 

11 監事 
AE岩田 E

いわた
A A E光 E

みつ
AA E寿 E

とし
元 知多市職員 

12 監事 
A E矢澤 久子 E

やざわ ひさこ
特定非営利活動法人ネットワーク大府 理事長 

（順不同、敬称略）
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事業計画書 

 

一、活動方針 

１． ２０３０年ビジョン  －０歳～100 歳の地域包括ケア実現のために－ 

活発な市民活動を基盤に専門機関と連携した地域のセーフティーネットが整い、高齢者はもと
より、生活に困難を抱えるあらゆる世代の社会的弱者を包摂する、地域包括ケアのまちづくり
が進んでいる。 

２． 202６年度の取り組み 

① 知多半島基金設立準備会（仮称）の発足 

活発な市民活動を支え、かつ、新たな市民活動を生み出すための地域資金循環の仕組み「知
多半島基金（仮称）」設立準備会を発足させると同時に、先進地との積極的な情報交流の機
会を持ちながら、会計を含む助成事業の制度設計などの中間支援機能強化を行う。 

② 地域包括ケアのまちづくりの基盤となる市民活動・NPO の役割を学ぶ機会の提供 

市民、事業者、研究者、行政等を対象に、地域課題を自分に引き寄せ、まちづくりについて
考える体験・参加によって行動を起こし、その変化を実感できる機会をもつ。 

③ 情報化社会に対応した知多市市民活動センターに向けた見直しを行う。 

   

３．組織運営 

① 職員の心身の健康を目指し、AI 活用による業務効率化や在宅勤務を含めた柔軟な働き方環
境を整えるために、その経験や知識を生かした人材育成指標をたて、相互コミュニケーショ
ンの下、円滑な事業推進に努める。 

 ② 災害に備えた被害の最小化、及び、被災後の復旧・復興に向けた役割・備えを講じる。 

③ 理事会・事務局機能を高め、的確な情勢判断、方針決定、事業実施を行う。 



二、特定非営利活動
総合計 27,004,000 円

8,036,000 円

事業内容
開催
時期

開催地
・会場等

受益対象者
従事予
定者

7,051,000 円

①
介拓奨学生プログラムの高校生を対象として介
護従事者の養成

年間
1回

愛知県内 高校生20人 1,760,000 円

②
年間
3回

知多市 一般120人 2,640,000 円

③
年間
2回

知多市 一般80人 1,840,000 円

④
特定者への喀痰吸引等医療行為ができる介護職
員の養成

年間
1回

知多市等
介護職員
40人程度

540,000 円

⑤
重度の肢体不自由な人の生活を支援するための介
護従事者の養成。(株)仙拓と共催

年間
1回

愛知県内 一般20人 271,000 円

（2）　NPO人材育成事業 985,000 円

①
学生に自発的な体験学習を提供するための現場調
整を行い、十分な振り返りとともに学生の成長を促す

通年
日本福祉大
学美浜

学生73人
役職員
等3名

585,000 円

②
学生を対象に、ＮＰＯへの理解を促す（知多市若者
支援センター）

通年
当法人事務
所

学生1人
役職員
等2名

0 円

③
NPO・まちづくり推進に必要な研修の開催（新人およ
び中堅職員向け研修）

通年 愛知県内 NPO10人
役職員
等2名

100,000 円

④ 協働のまちづくりを担う人材の育成 随時 知多市 行政
役職員
等2名

140,000 円

⑤ NPO現場めぐり研修など 随時 愛知県内
一般 行政
NPO

役職員
等3名

160,000 円

17,868,000 円

事業内容
開催
時期

開催地
・会場等

受益対象者
従事予
定者

3,750,000 円

① ワンデイシェフシステムのサロン運営・コーディネイト 通年
知多市市民
活動センター

一般
役職員
等4名

3,500,000 円

②
ボランティア団体、NPO法人等に対し寄付を行う事
業の事務局運営

通年
知多市市民
活動センター

一般
役職員
等2名

240,000 円

③ 組織運営において事務支援・ＩＴ支援を行う 通年
知多市市民
活動センター

NPO
役職員
等2名

10,000 円

④ 基金設立の準備を行う 通年 知多半島 NPO
役職員
等2名

0 円

14,118,000 円

①
相談・情報収集提供・場所の提供等市民活動の推
進に必要な業務

事業
契約
期間

知多市市民
活動センター

一般　NPO
役職員
等10名

11,790,000 円

② 市民活動センター清掃・器具　資材の補充
事業
契約
期間

知多市市民
活動センター

一般　NPO
役職員
等5名

1,340,000 円

③ 市民活動センター夜間利用時の管理業務
事業
契約
期間

知多市市民
活動センター

一般　NPO
役職員
等5名

250,000 円

収入予定額

Ⅰ人材育成・研修事業

事業項目／事業名 収入予定額

日本福祉大学
NPO協働型ｻｰﾋﾞｽﾗｰ
ﾆﾝｸﾞ

インターンシップ

マネジメントセミナー

行政職員研修

NPO現場めぐり研修

（1）　福祉資格講座

介護職員初任者研修
（介拓)

役職員
等3名

強度行動障害支援者
養成研修（基礎課程）

強度行動障害支援者
養成研修（実践課程）

喀痰吸引等研修（第
３号研修）

重度訪問介護従業者
養成研修

（1）　市民活動事務局支援事業　

手づくりカフェ
Ada‐coda

ベティ基金事務局

Ⅱ市民活動支援事業

知多市市民活動セン
ター清掃事業

知多市市民活動セン
ター夜間管理事業

事業項目／事業名 収入予定額

知多半島基金(仮称)

行動上著しい困難を有する障がい者の地域生活
の支援が提供できる介護職員の養成

事務支援

（2）　市民活動支援事業(受託契約事業)

知多市市民活動セン
ター相談・支援事業
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④ 市民活動センターまつりの実施
事業
契約
期間

知多市 一般　NPO
役職員
等4名

240,000 円

⑤ 知多市内コミュニティ役員対象の研修
事業
契約
期間

知多市 一般　NPO
役職員
等2名

498,000 円

300,000 円

事業内容
開催
時期

開催地
・会場等

受益対象者
従事予
定者

0 円

①
ホームページを通じて、NPOやまちづくりに有益な情
報を提供する。

通年
当法人事務
所

役職員
等4名

0 円

②
会報を通じて、NPOやまちづくりに有益な情報を提供
する

年間
4回

当法人事務
所

役職員
等2名

0 円

（2）　情報交流事業 300,000 円

①
会員相互の懇親を図り、情報交換に機会をもつこと
で、ＮＰＯの発展に寄与する

通年 知多市
団体会員
個人会員

役職員
等6名

0 円

②
会員団体代表者等による、先進的な地域福祉を学
ぶ研修

年間
1回

各地
団体会員
個人会員

役職員
等3名

300,000 円

③
テーマを設定し、関係者の協議の場を設営すること
で、地域の協働を推進する

通年 知多市
5市5町
NPO　行政

役職員
等3名

0 円

④
県内中間支援・行政の有志職員による企画。支援
センターの運営状況から支援の在り方を意見交換す
る

通年 愛知県内 NPO　行政
役職員
等1名

0 円

400,000 円

事業内容
開催
時期

開催地
・会場等

受益対象者
従事予
定者

100,000 円

①
大学、市民団体や行政・企業などが行うNPOやまち
づくり講座等に講師を派遣する

通年 愛知県内
大学　行政
NPO　企業等

役職員
等

100,000 円

300,000 円

①
住民が主体となり地域が協働して行うまちづくり活動
推進のための相談やコーディネートを行う

通年 愛知県内
大学　行政
NPO等

役職員
等2名

0 円

② 女性の休日映画上映会 通年 知多市
大学　行政
NPO等

役職員
等2名

300,000 円

400,000 円

事業内容
開催
時期

開催地
・会場等

受益対象者
従事予
定者

400,000 円

②

①在宅医療・介護連携推進のための多職種研修を
考える
②包括・重層的支援体制整備事業に関する研究
会

通年 知多半島
大学　行政
NPO等

役職員
等1名

400,000 円

知多市市民活動支援
事業

（1）　NPO・まちづくり研究調査提言事業

ホームページ
大学　行政
企業　NPO等

会報発行

会員交流

会員研修会

NPO・まちづくり講師派
遣

（2）　NPO・まちづくり相談事業

まちづくり相談事業

男女共同参画

愛知県内NPO支援セ
ンター情報交流会

Ⅳ啓発・相談事業

事業項目／事業名

日本福祉大学
0-100研究事業事務
局

Ⅴ調査・研究・提言事業

事業項目／事業名

収入予定額

Ⅲ情報交流促進事業

事業項目／事業名 収入予定額

（1）　情報提供事業

NPOと行政の意見交
換会

知多市地域担い手育
成事業

収入予定額

（1）　講師派遣 各種審議会・審査会・委員会等参画
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特定非営利活動法人　地域福祉サポートちた （単位　：円）

Ⅰ 経常収益

1． 受取会費

1) 受取入会金

2) 受取会費 750,000 750,000

2． 受取寄付金

1) 一般寄付金 0

3． 受取助成金等

1) 民間補助金

2) 国・地方補助金 0

4． 事業収益

1) 人材育成・研修事業

① 福祉資格講座事業収益 7,051,000

② NPO人材育成事業収益 985,000 8,036,000

2) 市民活動支援事業収益

① 市民活動支援事業収益 3,750,000

② 市民活動センター委託事業収益 14,118,000 17,868,000

3) 情報交流促進事業収益 300,000

4) 啓発相談事業収益 400,000

5) 調査研究提言事業収益 400,000 27,004,000

5． その他収益

1) 受取利息

2) 雑収入 0

27,754,000

Ⅱ　経常費用

1． 事業費

(1) 人件費

給与手当 15,820,000

法定福利費 1,807,000 社会保険料等

福利厚生費 345,000 通勤費　健康診断　

17,972,000

(2) その他経費

Ada-coda原価 2,800,000

講師料 1,335,000 講師料・講師交通費・見学料

旅費交通費 54,000 スタッフ交通費

通信運搬費 421,000

交際費 1,000

保険料 165,000 傷害保険　賠償保険　自動車保険

修繕費 101,000 車検

燃料費 39,000 ガソリン代(交通費にて積算）

消耗品費 392,000 事務用品　資料印刷　

租税公課 921,000 印紙 消費税

施設利用料 380,000 会議室　活動室　厨房

支払報酬 300,000 社労士・税理士報酬

新聞図書費 23,000 福祉新聞　

印刷費 46,000 団体パンフ・報告書等印刷

会議費 60,000

リース料 317,000 コピー機　電話機セキュリティ

研修費 50,000 スタッフ研修代、研修交通費

教材費 556,000 講座テキスト

実習費 405,000 福祉資格講座実習費　SL活動費

委託料 570,000

雑費 54,000 振込手数料等

8,990,000
26,962,000

人 件 費 計

そ の 他 経 費 計

事 業 費 計

経 常 収 益 計

2026年度（令和8年度）
活動予算書

2026年4月1日　から　2027年3月31日　まで

科 目 金 額
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2． 管理費

(1) 人件費

給与手当 380,000

法定福利費 43,000 社会保険料等

福利厚生費 9,000 通勤費 

432,000

(2) その他経費

旅費交通費 10,000

通信費 9,000

交際費 10,000

保険料 5,000

修繕費 4,000 車検代

燃料費 1,000

消耗品費 10,000 事務用品　資料印刷

租税公課 79,000 法人税,自動車税

施設利用料 9,000 会議室

広告宣伝費 4,000

支払報酬 11,000 社労士・税理士報酬

諸会費 100,000 他団体への会費

新聞図書費 10,000 参考書籍、新聞等

会議費 10,000 理事会・総会

リース料 11,000

研修費 50,000 スタッフ研修

雑費 11,000

344,000
776,000

27,738,000

16,000

次 期 繰 越 正 味 財 産 額

人 件 費 計

そ の 他 経 費 計

管 理 費 計

経 常 費 用 計

当 期 経 常 増 減 額

前 期 繰 越 正 味 財 産 額
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【 役 員  12人 】 
理事 10人、監事 2人 

   【 会 員 】  2026/3/31時点 
正会員︓団体 29、 個人 22人 
準会員︓団体 22、 個人 20人 

 

Ⅱ．市民活動支援事業 
(1) 市民活動事務局支援 
①手づくりカフェ Ada-coda 
②ベティ基金事務局 
③事務支援 
④知多半島基金（仮称） 

(2) 知多市市民活動支援事業（委託） 
①相談支援事業（総合受付、交流会） 
②館内清掃事業 
③夜間管理事業 
➃市民活動支援事業 
⑤地域担い手育成研修 

2026（令和 8）年度  サポートちた組織図と事業体系 

【 職員 13人 】  
久田、山森、安藤、中野、落水、大黒、石井、後藤田、小澤、奥村、伊藤、菅原（眞）、菅原（愛） 

【 法人管理・運営 】 
市野（代表理事）、中野、落水 

 

Ⅰ．人材育成・研修事業 
 

(1) 福祉人材育成研修 
①介護職員初任者研修/介拓奨学生プログラム 
②強度行動障害支援者養成研修/基礎 
③強度行動障害支援者養成研修/実践 
④喀痰吸引等研修/第３号研修 
⑤重度訪問介護従業者養成研修 

 

(2) ＮＰＯ人材育成研修 
①日本福祉大学サービスラーニング 
②インターンシップ 
③NPO マネジメントセミナー 
④行政職員研修 
⑤NPO現場めぐり研修 

  

Ⅲ．情報交流促進事業 
 

(1) 情報提供 
①ホームページ更新 
②会報発行 

 

(2) 情報交流 
①会員交流会 
②会員研修会 
③NPO と行政の意見交換会 
④愛知県内 NPO支援センター情報交換会 

 

Ⅳ．啓発・相談事業 
 

(1) 講師、各種審議会・委員会等派遣 
①NPO・大学・行政等講師派遣 

 

(2) NPO・まちづくり相談 
①まちづくり相談 
②男女共同参画 

 

Ⅴ．調査・研究・提言事業 
①NPO団体基礎情報調査 
②日本福祉大学 0-100研究 
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